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1.序論 

1-1研究の背景と目的 

 群馬県前橋市の中心商店街は、市街地の中心

地として昔から発展してきた街である。しかし、

自動車社会や中心地から郊外へ人口が流出し、

かつての賑わいを失っている。まちの人々はこ

のような現状に危機を感じ、アートを中心とし

たアーツ前橋のような文化的取り組みや、50

年 100 年を見越した前橋ビジョンなどの街の

活性化のための活動(以下、活性化活動どいう)

を始め、かつての賑わいを取り戻しつつある。

商店街は商業的活用のみではなく、ひとが暮ら

していたり、ある時はお祭りでまちに多くの人

が訪れたり、〈ひと〉とつながるための場所で

もある。 

そこで、本研究では、前橋中心商店街の活性

化活動を取り巻く現代の動向と課題を明らか 

 

にし、それらをもとにまちなか居住と空地・空

き地の実態を把握することで、新たなまちなか

居住の形を見出すことを目的としている。 

そして、前橋中心商店街の中の４つの空地を

敷地に選定し、これからの前橋中心商店街の在

り方を考えるとともに、新たなまちなか居住の

形を生むことを目的に設計提案を行う。 

1-2研究の方法 

 本研究では、主として 3つの調査を行った。 

1つ目に、前橋中心商店街周辺の現状と昔の暮

らし方の把握を目的とした文献調査、2つ目に

近年の活性化活動・文化的活動・暮らし方を明

らかにすることを目的としたヒアリング調査、

3つ目に空地・駐車場・空き家の実態調査を行

った。これらの調査により、まちなかで暮らす

可能性と仕組みを提案、設計により新たなまち

なか居住の可能性を探る。 

 
表 1．調査概要 
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図１．本論の構成 

図２．立地関係 

1-3本論の構成 

 本研究論文は、４章で構成されている。第１

章では、研究に至った背景屋社会的動向から本

研究の目的を示す。 

 第２章では、調査対象地である前橋中心商店

街の現状と昔の生活の様子を明らかにし、現在

の問題点を抽出する。問題点を基に、前橋市が

行っている対策・活性化活動を明らかにし、こ

れからの前橋中心商店街の在り方を考えると

ともに、まちなか居住の可能性を見出す。第３

章では、まちなか居住を行う人々と活性化活動

に関わる人々へのヒアリング調査と空地・空き

家の実態調査から、新たな前橋中心商店街での

まちなか居住に必要な要素を明らかにする。 

 第４章では、調査の結果をもとに、新たなま

ちなかで暮らす形を提示し、群馬県前橋中心商

店街の中の４つの空地を敷地として、設計提案

を行う。 

2.前橋中心商店街の活性化活動を取り巻く現

代の動向と課題 

2-1本章の目的と方法 

 本章では前橋中心商店街の現状と、昔の生活

の様子を明らかにする。そこから現在の前橋中

心商店街の問題点を抽出する。また、問題点を

もとに、近年、前橋市がとった対策や、活性化

活動を明らかにし、これからの前橋中心商店街

の在り方を考えるとともに、まちなか居住の可

能性を見出す。調査の方法としては、文献調査

を行う。 

2-2調査対象である前橋市中心商店街の現状 

 前橋中心商店街は、千代田 2丁目、千代田 3

目、千代田 4 丁目、千代田 5 丁目、本町 1 丁

目、本町 2丁目の 6つの地区から成る。(図２)  

 

(1) ９つの商店街 

前橋中心商店街には、竪町通り商店街・立川

町大通り商店街・オリオン通り商店街・銀座通

り二丁目商店街・千代田通商店街・銀座通り一

丁目商店街・中央通り商店街・弁天通り商店

街・馬場川通り商店街の９つの商店街が連なっ

ている。それぞれの商店街に特徴があり、祭り

の時には出店が多く出展し、人で賑わう道とな

る。 
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図３．中心商店街周辺地域と前橋市の高齢化の推移 

図４．中心商店街周辺地域と前橋市の高齢化の推移 

(2) 商店街のイベントについて 

季節ごとのイベントについて表２に示す。１年

十様々な催し物が開催されている。 

(3) 前橋中心市街地の人口と高齢化の推移 

図３に示しているように、中心市街地の人口

は年々減少しているが、平成１７年から２２年

の５年間で千代田２丁目、３丁目の人口が増加

している。これは、平成２０年に千代田３丁目

に住宅型・介護付き老人ホームを行う施設が開

設されたためだと考えられる。一時的には増加

したものの中心市街地の減少の傾向は続いて

いる。 

 また、前橋市と中心市街地の各地区の高齢化

を図４に示す。全体的に高齢化率は年々増加し

ているが、中心市街地の高齢化率は顕著である。

中心市街地は、人口が減少しているものの、高

齢化率は増加している。このことから、若年層

が中心市街地から郊外に転居していることが

伺える。 

 

 

表２．商店街のイベント 
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2－3歴史から見る商店街での暮らし 

(1)前橋市の歴史 

・江戸時代 

前橋城主である酒井氏のもとで、「城下町」

として発展する。江戸時代後期から、横浜港の

開港により生糸の貿易が盛んになり、もともと

広い養蚕地域をもつ前橋の生糸は、品質の良さ

から注目を浴び、まちは活気づいた。 

・明治時代～大正時代 

明治維新の直後に、機械製糸工場が建設され

るなど、生糸の代表的産地として、その名を世

界にとどろかす。 

大正時代には、第一次世界大戦の好景気によ

り、前橋の製糸産業はピークをむかえ、中心市

街地には製糸工場が林立するなど、「生糸のま

ち」として成長を続けた。 

・昭和時代 

昭和に入ると、交通網が発達する。しかし、

太平洋戦争中は、生糸の輸出が激減する。そし

て、1945 年の前橋空襲により、市外資の大半

は跡形もなくなる。焼野原から復興し、現在の

前橋の形が作られてきた。 

(2)町名から見る歴史 

時代の移り変わりにより、町名が変わってい

る。その中で桑町・紺屋町・立川町・榎町・横 

川町・竪町の６つの地域が前橋中心商店街の中

に位置していた。 

2－4近年の活性化活動・文化的活動 

近年行われている活性化活動・文化的活動を

表３に示す。アーツ前橋のようなアートを中心

として文化的取り組みや、50 年 100 年を見越

した前橋を構想する前橋ビジョンのような、空

洞化した中心地で活性化をはかるための取り

組みが始まっている。 

2－5本章のまとめ 

以上の調査により、以下の点がわかった。 

・９つの商店街には、それぞれ特徴があり、祭

りの時には出店が多く出展し、人で賑わう道

となる。また、昔から長く続く祭りが存在し

ている。 

・城下町から生糸のまちへと発展し、前橋中心

市街地は昔からまちの中心地として栄えてき

た場所である。 

・以前使用されていた町名には、それぞれの街

の特徴から名前がつけられていた。現在もそ

の名残が残っている場所が存在する。 

・前橋中心商店街は人口減少し高齢化が進んで

いるものの、活性化活動が行われ、関心を持

つ人が多く存在している。 

 

表３．近年の活性化活動・文化的活動 
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3－1まちなかでの暮らし方 

 ヒアリング調査では、現在の商店街の特徴を

明らかにすべく商店街でまちなか居住を行っ

ている人々と、活性化活動に関わる人々を対象

にした。調査結果を表４に示す。 

まちなか居住者は 20 代～70 代まで年齢層

が幅広いことがわかった。中でも前橋市街地に

住む若者は、活性化に意欲的で意識的にまちな

かに住んでいる傾向がある。また、郊外居住者

は車に依存する生活をする一方で、ヒアリング

を行った 4 名の若年層のまちなか居住者は皆

車を所有しない、またはカーシェアリングして

いることがわかった。 

  

3-2空地・駐車場・空家の実態調査 

3-2-1戦前・戦後・現在の地図の比較 

時代ごとの地図の比較により、まちの変化に５

つのパターンがあることを把握した(表５)。 

①のスズランデパートは、前橋市民のニーズに

合った商品を扱っていることにより、長くこの

商店街の中に残っている。②の蔵は、戦時中の

空襲により、多くの蔵が焼けてなくなってしま

ったため、現在残っているものは希少価値の高

い建築物となり、使用用途を変えて活用されて

いる。⑤の要因としては、高齢化が急激に進ん

でいるため、各地に高齢者施設ができている。

また、近年の文化的な活性化活動により、美術

館など、アートにかかわる施設が増えた。 

表４．ヒアリング調査結果 

表５．まちの変化の 5つのパターン 
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3-2-1現在の空地の使われ方 

 表５の④の中の空地化したものについて分

析を進める。現在 60件の空地を確認できた(図

５)。それぞれの空地は商業的な用途がないも

のの、使い方については多様である。 

①駐車場として使われている空地 

②緑に覆われている空地 

③祭りの時に使用される空地 

④定期的にイベントが開催される空地、 

⑤アート活動が行われている空地。 

特に③の祭りの時の空地は賑わいの場へと変

化する。 

 空洞化している商店街だが、一つ一つの空地

はそれぞれポテンシャルを持っている。 

 

3-4 本章のまとめ 

・シェアハウスなどの増加により、まちなか居

住者が注目されている。 

・賑わいの中心になるようなポテンシャルをも 

 

 

 

 

 

つ空地が存在していること 

これらの結果から、対象敷地を空地・駐車場と 

し、〈商店街に暮らす〉ことをテーマとした地

方都市のまちなか居住の設計提案を行う。 

表６．空地の使われ方 

図５．空き家・空地のプロット図 
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4.まちなかで暮らす可能性 

4－1計画概要 

 前橋中心商店街の中の「スズランデパート裏

空地」「広瀬川通り」「オリオン通り」「馬場川

通り」の４つの敷地を計画地とする。 

それぞれに昔からの場の特性を持っている。ス

ズランデパート裏空地は、住宅や店舗が建ち並

んでいた。商店街の空地の中でも、「裏」が強

調されている空地である。オリオン通りは、映

画館や劇場がいくつかあったまちであった。現

在は９つの商店街の中でも空き店舗率が高く

なっている。広瀬川通りは、川沿いに桜の木が

並び、四季折々を楽しめる場である。そのため

もあり、昔この場所には旅館があり、この地を

訪れる人々の休憩する場でもあった。また、馬

場川通りは、付近は開発が進み、文化施設やシ

ェアハウスが新たにでき、若年層が高いまちで

ある。昔は現在よりも商店が多く建ち並び、人

で賑わっていた。(表７) 
表７．敷地概要 
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4－2計画提案 

(1)コンセプト 

空地に面した建物の裏を表に読みかえ、 

「裏を表に裏返す」 

 空き家が取り壊され、空地化し、駐車場とし

て使用されている場に、周りの建築から要素を

溢れ出させる。空地に面した建物の裏は表に読

みかえられ、今まで裏として使われてきた空地

が表になり、空地と面している建物がつながる。 

面している建物が空き家であれば、空地は外

ともつながる。やがてつながる道に人が通るよ

うになり、空き家には人が住み着く。そうする

ことで、放置される空き家の数は減少し、駐車

場としてしか利用されてこなかった空地も、普

段も人が行き交い、イベントの時は賑わいの場

になるなど、みんなの中庭、庭のような「表の

空間」へと変化する。(図６) 

空地と空き家が緩やかに繋がり、前橋中心商

店街に新しい通りができる。 

(2)プログラム 

空地に面している建物の立面を起こし、表に

成り得る場所を見つける。そして、人のアクテ

ィビティを派生させるように、敷地の空地と空

き家、空き家予備軍をつなげ、道をつくる。 

空中にできた新たな道は、アクティビティ

(イベントスペース・休憩場・緑の部屋など)に

よって、高さを変えたり、大きさを変えたり、

その空地だけしかできない形を生み出す。(図

７) 

既存の駐車場の寸法は残したまま、その寸法

に沿って柱を落とす。そうすることで、普段は

駐車場として利用し、ある時は人がたまる場所

となり、裏を表に裏返した空地となる。 

また、構造体として独立した道は、周りの建

物の耐震補強にもなる。(図８) 

 前橋中心商店街の中の４つの敷地に表の顔

となった空地が生まれ、商店街の中に、空地と

空き家が緩やかにつながる新しい通り道がで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６．断面ダイアグラム 

図 8．構造体として独立した道 

図 7．平面ダイアグラム 
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・スズランデパート裏空地 

写真館があることから、写真を中心にアート活

動を行う人のためのアトリエや、すずらんデパ

ートの非常階段からつながるカフェ(図９)、靴

屋の隣には倉庫やイベントスペースとして使

える場を設け、それぞれをつなげる。つながる

道は、周りの空き部屋へとつながる 

・オリオン通り 

空き店舗からつながる道が派生し、駐車場、ア

ーケード下、空き部屋へとつながる。 

つながる道のしたでは、フリーマーケットが行

われる。車通りの少ない道の近くでは、子供が

遊べる場などができ、子供から大人までが利用

できる空地へと変化する。(図１０) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9．非常階段からつながるカフェ 

図 10．子どもから大人までが利用できる場 
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・広瀬川通り 

緑道通り沿いには、レストランのテラスを設け、 

それぞれの空き部屋をつなげてできた道の下

では、晴れの日にはピクニックが行われていた

り、隣の住宅の前庭空間、中庭空間になってい

たりする。四季によって、風景も変化する。(図

１１) 

・馬場川通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務所から飲食店へつながる道をつくること

で、夜しか営業をしていなかった、飲食店が昼

間から営業するようになる。また、つながる道 

によってできた空間は、事務所の人々が使える 

空間や、空き部屋には新たな住民が住まう。 
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